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Large
Size

65L~75L

これがないと始まらない
登山の代名詞的アイテム
登山という単語でバックパックを連想しない人はいないだろう。
そのとおり、どんな種類の登山でも必要な基本、というか大前提だ。
山にいる限り、ずっと背負っているものだから、選ぶときは
フィット感が重要なポイントとなる。じっさいに背負ってみて
背中に心地よく沿うもの。ショルダーハーネスが身体に合うもので
判断しよう。最適なフィッティングのバックパックは荷重が
うまく分散され、重さをほんとうに感じない。今回は容量で大型、
中型、小型の３タイプに分類した。大型はテント泊の縦走向け。
中型は山小屋泊まりの縦走や、テント泊でも一泊程度。
小型は日帰りから山小屋一泊の登山まで対応する。

ホグロフス
ゾロ60

バーグハウス　バイオフレックス60＋15

使いやすさを追求し、必要な機能だけ
を集めたシンプルさが特徴。背面長は
簡単・素早く調節でき、また荷重を効
果的に腰へ分散。センターの大きなジ
ッパーから内部へのアクセスが可能。
60L、2250g、価格3万7800円問L

前後左右と、身体の動きに追従するウエストベルトが一体感のある背負い心地を提供。
背面に内蔵されたクロスフレームは腰部で交わるデザインで、荷重を骨盤へと伝え背
中に吸い付くような連動感をもたらす。60＋15L、2150g、価格3万8850円問A

ザ・ノース・フェイス
テルス65

使いやすい作りでビギナー
のテント泊にも最適。フロ
ントはU字に大きく開き、出
し入れしやすい。日本人に
合わせたハーネスとピボッ
トシステムのヒップベルト
が長時間の歩行をサポート
する。65L、2430g、価格2
万2050円問E

ドイター
エアコンタクト55＋10

最大15％発汗を抑制する独自の背面システムと、
全体の荷重を腰に集約させるX型の内蔵フレー
ムが、長期縦走時でも快適な歩行を約束。フロ
ントパネルはU字型に大きく開く。レインカバ
ー付き。55＋10L、2600g、価格2万4780円問M

コロンビア
エンデュラ65

3層構造のショルダー＆ウエストハーネス、脇
に通気口を設けたメッシュバックパネルが、抜
群の通気性で険しい登山を快適にサポート。ク
ッション性もしっかり備え、身体にかかる負荷
も軽減する。65L、1760g、価格2万3100円問F

［アウター］アークティス『スモック』価格2万3000円問N
［バックパック］ミレー『LTKパック26』価格1万6275円問G
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